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はじめに

　ニセアカシア（5RELQLD�SVHXGRDFDFLD）は，北米原
産のマメ科ハリエンジュ属の落葉高木で，和名では
ハリエンジュ（針槐）とも呼ばれている。日本に
は1873年に渡来した。用途は街路樹，公園樹，砂
防・土止めに植栽，材は器具用等に用いられている
（清水，2003）。現在では，北海道から沖縄まで広
く分布している（国立環境研究所　侵入生物データ
ベース）。ニセアカシアは伐採しても損傷部位から
萌芽するとともに（岩井，1986），地上部を取り除
いても地中に残った根系からも根萌芽が発生する
（玉泉ら，1991）ほか，土壌シードバンクをつくる
（0DVDND�HW�DO�，2010）。この旺盛な繁殖力により河
川敷などに急速に分布を広げ在来の生態系に対する
影響が懸念されている（鷲谷，2002）。そのためニ
セアカシアは，日本生態学会（2002）がリストアッ
プした「日本の侵略的外来種ワースト100」に選定
されているほか，村中ら（2005）が選定した，生物
多様性を脅かすため対策緊急度が最も高い16種とし
て，セイタカアワダチソウ（6ROLGDJR�DOWLVVLPD）や
外来タンポポ種群（7DUD[DFXP�VSS�），ヒメジョオ
ン（(ULJHURQ�DQQXXV）などとともに選定されてい
る。また，ニセアカシアは，外来生物法（特定外来
生物による生態系等に係る被害の防止に関する法
律）に基づいて飼養等の規制が課される特定外来生
物ではないが，被害に係る一定の知見はあり，引き
続き特定外来生物等への指定の適否について検討す
る要注意外来生物として環境省が選定している。
　外来植物について，白山国立公園ではこれまで主
要な登山道，施設周辺や園地での調査は行われてい

るが国立公園の区域全域での調査は行われていな
い。登山道や施設周辺や園地での調査結果では，ニ
セアカシアは石川県側では市ノ瀬のほか新岩間温泉
から岩間元湯間の工事用道路沿い，福井県大野市上
打波の上小池野営場，岐阜県の大白川園地で確認さ
れている（環境科学株式会社，2011）。
　白山国立公園内にいつ頃，また，何のためにニセ
アカシアが持ち込まれたのかは明らかではないが，
砂防工事の際の緑化のため持ち込まれたと考えられ
ている（山口，私信）。ただし，市ノ瀬のニセアカ
シアには，緑化以外の利用があった。白山麓ではハ
チミツの蜜源としてトチノキの蜜が採取されている
が，市ノ瀬ではかつてニセアカシアを蜜源として採
取されていたことがあった。また，材が硬く，良い
炭になることから炭焼きにも用いられていた（永
井，私信）。ただし，現在は養蜂も炭焼きも行なわ
れていない。
　市ノ瀬地区は現在，再整備の計画が持ち上がって
おり，環境省は2012年度に白山国立公園市ノ瀬集団
施設地区再整備基本構想を策定し，2013年度には白
山国立公園市ノ瀬集団施設地区再整備基本計画の策
定を進めている。その中で市ノ瀬地区を白山の入口
としてふさわしい景観にすることをかかげており，
外来種であるニセアカシアをどうするかについても
議論されている。今回，市ノ瀬地区再整備のための
基礎的資料とするために市ノ瀬地区のニセアカシア
の分布状況について調査したので報告する。

方　法

　市ノ瀬におけるニセアカシアの分布状況について
の調査は2013年 6 月14日および 7月 2日に実施し
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た。市ノ瀬地区の白山公園線の道路沿い，駐車場，
野営場のほか市ノ瀬園地内も含め，歩きながらニセ
アカシアを探索し，胸高直径が 1 FPを超えるニセ
アカシアを確認した位置を記録した。位置の記録
にはハンドヘルド*36�*,6端末であるマゼランナビ
ゲーション社製の0RELOH0DSSHU�70�6を用いて記録
した。現地で記録したデータを0RELOH0DSSHU�2IILFH�
2�0�1�4を用いた後処理を行うことで位置精度は 1～
2ｍとなっている。また，胸高（地上1�2ｍ）にお
ける幹周をメジャーを用い，計測した。統計解析
には統計解析パッケージ5�YDU�3�0�2（5�&RUH�7HDP��
2013）を使用した。

結　果

　調査結果は図 1，図 2のとおり白山公園線の道路
脇や駐車場内，市ノ瀬野営場内，市ノ瀬園地内にお
いて，計540本のニセアカシアが確認され，特に市
ノ瀬園地内のニセアカシアは大径木のものが多く見
られた（図 1）。また，河川（牛首川）区域内の堰
堤の上にも大径木のものは少ないが，堰堤に沿うよ
うに数多く分布しており，市ノ瀬ビジターセンター
側だけでなく，対岸側にも分布が見られた。なお，
詳しい調査は実施していないが，図 1の未調査（ニ
セアカシアの分布あり）の範囲でもニセアカシアの
分布を確認している。
　幹周を見てみると，幹周180FP（直径で約60FP）
を超えるような大径木も確認された（図 2）。ま
た，540本中，117本（21�7 ％）にはイワガラミ
（6FKL]RSKUDJPD�K\GUDQJHRLGHV）やアケビ（$NHELD�
TXLQDWD），ツタウルシ（5KXV�DPELJXD），ツルマサ

キ（(XRQ\PXV�IRUWXQHL）などのツル性植物が着生し
ており，中には複数種が着生している個体もあっ
た。ツル性植物の着生の有無で区分し，周長を比較
したところ有意差が認められ，ツル性植物が着生し
ている個体の方の幹周が長かった（:LOFR[RQの順位
和検定，:＝29736�5，S＜0�001）。

おわりに

　石川県では内灘海岸で防風林として1958年からニ
セアカシアが植栽されてきたが，1991年以降ニセ
アカシア林に衰退が見られるようになった（八神，
2009）。ニセアカシアは浅根性で倒伏しやすいとさ
れる（谷本・金子，2004）。今回の調査では，市ノ
瀬では大規模な枯死や倒伏等は確認できなかった。
しかしながら，今後，市ノ瀬においても枯死や倒伏
等が起こらないとは限らない。いっせいに枯死や倒
伏等が起これば，景観上の問題は大きくなると考え
られる。前述した環境省が進めている白山国立公園
市ノ瀬集団施設地区再整備基本計画の検討会では，
市ノ瀬でのニセアカシアの除去について検討されて
いる。今回の分布調査の結果，500本を超えるニセ
アカシアが確認され，道路脇や駐車場内，市ノ瀬野
営場内のみならず市ノ瀬園地内にも分布が確認され
たことから，その完全な除去は容易ではないと推測
できる。ニセアカシアの除去作業は日本各地で行わ
れているが，伐採だけでは効果が薄いことから，重
機などを用いた大規模な抜根が行われている（外来
種影響・対策研究会，2011）。市ノ瀬地区での，特
に園地内での同様な重機を用いた除去はニセアカシ
ア以外にもオオバヤナギ（7RLVXVX�XUEDQLDQD）やド
ロノキ（3RSXOXV�VXDYHROHQV），ウリハダカエデ（$FHU�
UXILQHUYH）などのカエデ類など多くの植物が生育し
ているほか，多くの岩塊があるため困難である。オ
オバヤナギやドロノキは石川県内では分布が限られ
（石川県　いしかわ樹木図鑑　分布図　オオバヤ
ナギ　85/�KWWS���ZZZ�SUHI�LVKLNDZD�OJ�MS�ULQJ\R�WUHH�
PDS�RRED\DQD�KWPO，石川県　いしかわ樹木図鑑　分
布図�ドロノキ　85/�KWWS���ZZZ�SUHI�LVKLNDZD�OJ�MS�
ULQJ\R�WUHH�PDS�GRURQRNL�KWPO），また，オオバヤナ
ギは改訂・石川県の絶滅のおそれのある野生生物�
いしかわレッドデータブック＜植物編＞2010では準
絶滅危惧種として指定されており（石川県，2010），
その保護は重要である。一方，小山（2009）は，ニ
セアカシアの除草剤処理にはグリホサート剤を用い
て茎葉散布を行うことが薬剤の効果や周辺環境への図２　幹周の頻度分布
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影響などから効果が高く安全であるとしている。し
かしながら，市ノ瀬地区は白山国立公園内であり，
除草剤の利用には環境省をはじめ関係各機関の合意
のほか一般のコンセンサスも得ることが必要であろ
う。そのほかのニセアカシアの除去としては，長野
県茅野市において，生立木の樹幹を全周剥皮して樹
木を枯殺する「巻き枯らし」手法を用いた方法が用
いられている。「巻き枯らし」は，全てのニセアカ
シアにいっせいに用いるのではなく， 1割程度に用
い，徐々に時間をかけ在来の樹種へ樹種転換をして
いくこととしている（小山，2009）。この方法なら
ば，すでに生育しているニセアカシア以外の植物に
も除去の影響は少ないと思われ，市ノ瀬でのニセア
カシア除去にも用いることが可能であると考えられ
る。しかしながら，この長野県の場合では，ニセア
カシアの個体数は減少したものの根絶には至らなか
った（小山，私信）とのことで，市ノ瀬におけるニ
セアカシアをどう管理していくのかを，国，県，市
を含めた多くの関係する機関が連携しながら，検討
し長期的に実施していくことが必要である。
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